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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

中
山
道

第
47
回

は
じ
め
に

　

中
津
川
市
は
岐
阜
県
東
南
端
に
位

置
し
、
東
は
木
曽
山
脈
、
南
は
三
河

高
原
に
囲
ま
れ
、
中
央
を
木
曽
川
が

流
れ
る
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
あ
る
。

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
に
長
野

県
に
属
し
て
い
た
旧
山
口
村
を

含
む
七
つ
の
町
村
と
合
併
し
た

こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
姿
に
な
っ

た
。
本
市
に
は
古
く
は
東
山
道
、

中
山
道
、
飛
騨
街
道
が
通
り
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き

た
。

人
々
が
行
き
交
う
道

　

徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
た
五
街
道
の
一
つ
、
中
山
道
。

そ
の
街
道
沿
い
に
置
か
れ
た
宿

場
町
に
は
、
本
陣
や
旅は
た
ご籠

が
置

か
れ
多
く
の
旅
人
が
行
き
交
っ
た
。

本
市
は
馬ま

ご
め籠

宿
、
落
合
宿
、
中
津
川

宿
の
三
つ
の
宿
場
を
有
し
て
い
る
。

　

江
戸
か
ら
数
え
て
43
番
目
の
馬
籠

宿
は
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
に
か

け
て
幾
度
と
な
く
大
火
に
見
舞
わ
れ

た
た
め
江
戸
期
の
建
物
は
少
な
い
が
、

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
住
民
た
ち
の

手
に
よ
り
趣
あ
る
宿
場
町
の
景
観
を

復
活
さ
せ
た
。
現
在
で
は
人
気
の
観

光
地
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
コ
ロ
ナ

禍
以
前
は
、
隣
接
す
る
妻つ
ま
ご籠

宿
と
馬

籠
宿
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
年
間
約

３
万
人
以
上
の
外
国
人
観
光
客
が
訪

れ
、
ゆ
っ
た
り
と
周
遊
を
楽
し
ん
で

い
た
。
閑
静
な
雰
囲
気
を
残
す
44
番

目
の
宿
場
町
、
落
合
宿
は
岐
阜
県
内

で
唯
一
本
陣
が
現
存
し
て
い
る
。
中

山
道
69
宿
の
中
で
も
、
本
陣
が
残
っ

て
い
る
宿
場
は
数
少
な
い
。
木
々
に

囲
ま
れ
た
全
長
約
８
４
０
ｍ
の
「
落
合

の
石
畳
」
は
、
そ
の
う
ち
の
約
71
ｍ
が

江
戸
時
代
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

45
番
目
の
宿
場
町
、
中
津
川
宿
は
ま

ち
並
み
の
長
さ
、
宿
内
の
人
口
、
商

家
の
数
な
ど
、
東
美
濃
で
も
随
一
の

規
模
を
誇
り
、
人
・
モ
ノ
・
富
が
集

ま
る
商
業
の
ま
ち
で
あ
っ
た
。
現
在

に
残
る
庄
屋
屋
敷
、
酒
蔵
な
ど
か
ら

当
時
の
隆
盛
が
し
の
ば
れ
る
。
ま
た
、

江
戸
時
代
に
は
毎
月
３
と
８
の
つ
く

日
に
「
六ろ
く
さ
い
い
ち

斎
市
」
と
呼
ば
れ
る
定
期
市

が
開
か
れ
た
が
、
現
在
で
は
こ
れ
を

毎
月
第
１
日
曜
日
に
復
活
し
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
る
。

街
道
文
化
と
中
津
川

　

本
市
を
通
る
街
道
は
、
経
済
だ
け

で
な
く
文
化
面
で
も
大
き
な
恩
恵
を

も
た
ら
し
た
。
中
山
道
や
飛
騨
街
道

を
一
流
の
画
家
、
俳
人
、
役
者
な
ど

が
往
来
し
、
住
民
と
の
交
流
を
通
じ

て
こ
の
地
域
に
文
化
的
雰
囲
気
を
醸

成
し
た
。
幕
末
・
明
治
の
馬
籠
宿
を

舞
台
と
し
た
歴
史
長
編
小
説
『
夜
明
け

前
』
を
執
筆
し
た
島
崎
藤
村
、
法
隆
寺

地
域
の
歴
史
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り

中な
か
つ
が
わ

津
川
市
長（
岐
阜
県
）　
青あ

お
や
ま山
節せ

つ

じ児

江戸時代の情緒を残す馬籠宿
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金
堂
の
壁
画
の
再
現
を
行
っ
た
こ
と

で
有
名
な
前
田
青せ
い
そ
ん邨
、「
画
壇
の
仙
人
」

「
東
洋
の
ピ
カ
ソ
」
と
も
い
わ
れ
る
熊

谷
守
一
と
い
っ
た
名
だ
た
る
文
化
人

が
生
ま
れ
た
の
も
、
そ
の
影
響
が
あ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
市
は
地
歌
舞
伎
が
盛
ん

な
ま
ち
で
あ
る
。
地
歌
舞
伎
と
は
素

人
役
者
が
演
じ
る
歌
舞
伎
の
こ
と
で
、

江
戸
時
代
、
全
国
で
盛
ん
だ
っ
た
歌

舞
伎
の
巡
業
が
街
道
を
介
し
て
こ
の

地
方
で
も
行
わ
れ
、
そ
の
影
響
を
受

け
た
人
々
が
自
ら
演
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

本
市
に
は
歴
史
あ
る
芝
居
小
屋
が
残

り
、「
か
し
も
明
治
座
」「
常
盤
座
」
で

今
も
地
歌
舞
伎
の
公
演
が
行
わ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
本
市
に
は
「
恵
那
文

楽
」
と
い
う
川か
お
れ上

地
区
に
伝
わ
る
人
形

浄
瑠
璃
が
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
地

域
の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
で
あ
り
、
平

成
元
年
に
は
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
現
在
も
保

存
会
が
定
期
的
に
公
演
を
行
う
他
、

後
進
の
育
成
に
も
努
め
て
い
る
。

リ
ニ
ア
が
通
る
ま
ち

　

古
く
か
ら
人
・
モ
ノ
・
富
が
行
き

交
っ
た
本
市
に
は
、
２
０
２
７
年
に

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
通
す
る
予

定
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
開
通
に
よ
り
本

市
は
首
都
圏
・
大
阪
都
市
圏
の
二
大

都
市
圏
の
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
と

な
り
、
観
光
・
産
業
・
雇
用
や
定
住

な
ど
幅
広
い
分
野
の
可
能
性
が
さ
ら

に
広
が
る
だ
ろ
う
。
広
域
共
通
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
地
域
資

源
の
魅
力
向
上
と
、
広
域
連
携
・
周

遊
を
促
す
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
駅
建
設
予
定
地

の
１
㎞
南
に
は
中
山
道
が
通
っ
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
東
に
進
む
と
、
江
戸

時
代
か
ら
の
雰
囲
気
を
残
す
宿
場
町

が
続
い
て
い
る
。
超
近
代
的
な
リ
ニ

ア
に
乗
っ
て
着
い
た
場
所
に
は
、
江
戸

時
代
の
風
情
を
残
す
ま
ち
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
、
街
道
文
化
を
現

在
に
受
け
継
ぐ
人
が
い
る
。
恵
ま
れ

た
自
然
の
景
色
に
抱い
だ

か
れ
、
古
き
良

き
モ
ノ
と
超
近
代
が
共
存
す
る
中
津

川
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
か
が
や

く
人
々 

や
す
ら
げ
る
自
然 

活
気
あ
ふ

れ
る 

中
津
川
」を
目
指
し
て
い
く
。

地歌舞伎のまち　中津川

岐阜県の新たな玄関口に

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

中山道
　

中
山
道
は
江
戸
日
本
橋
を
発
し
て
、

京
の
三
条
大
橋
ま
で
、
六
十
九
宿
を
つ

な
ぐ
全
長
５
３
４
㎞
の
道
の
り
で
あ

る
。
そ
の
道
の
り
は
、
律
令
時
代
の
官

道
、
東
山
道
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
い
る
。

　

中
山
道
の
道
筋
は
、
東
海
道
に
比
べ

て
大
水
な
ど
で
通
行
不
能
と
な
る
川
渡

し
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
京
の
朝

廷
か
ら
江
戸
の
将
軍
家
へ
嫁
ぐ
姫
君
を

は
じ
め
女
性
が
多
く
利
用
し
た
。
そ
の

た
め
中
山
道
は
別
名「
姫
街
道
」と
呼
ば

れ
た
。

　

文
久
元
年
、
中
津
川
宿
の
本
陣
に

十
四
代
将
軍
徳
川
家い
え
も
ち茂

に
嫁
ぐ
和か
ず
の
み
や宮

が

宿
泊
し
、
宿
は
３
万
人
近
く
の
大
行
列

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
と
い
う
。

京
都 草

津

新
宿

落
合

馬
籠

板
橋

品
川

日
本
橋

下
諏
訪

中
津
川

甲州道中

東海道

中山道

日本海 皇
女
和
宮
が
た
ど
っ
た
姫
街
道
・
中
山
道


